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1. 序論 

1.1. 背景と目的 

	 生活を便利にする為に開発された製品に有

害物質が入っていることが発覚し、規制の対

象となる事例がある。建材にもこのような製品

が存在し、代表的な例としてアスベスト（以下、

石綿）が挙げられる。2006 年以降は石綿を

0.1%以上含む製品の製造が禁止されているが、

既存建築物には依然として大量の石綿が残存

している。このことを受け、法改正などによる対

策が行われているが、工事を発注・受注する

側に、これに対応できる環境が備わっていな

いことが指摘されている。この原因として石綿

問題全体の不明瞭な点の多さが挙げられる。 

 そこで本研究では、国内における石綿含有

建材を取巻く問題や各取組の課題について、

その全体像を把握し、整理する。これにより、

石綿含有建材の関係者の立場ごとの課題を

明らかにすることを目的とする。 

1.2. 研究方法 

 問題視され始めてから現在に至るまで、石綿

含有建材を取巻く問題の全体像を把握するた 

 

 

 

 

めに、文献調査および関係団体へのヒアリング

調査を行った。次に、国・自治体や解体・改修

工事を行う企業による取組とその課題の実態

を把握するため、文献調査および各関係者へ

のヒアリング調査を行った。最後に、得られた

知見に基づいて、石綿含有建材のリスク評価

のケーススタディとして、把握できた各問題に

対する健康リスクの評価を行った。本研究で行

ったヒアリング調査の調査先を表 1 に示す。 

2. 石綿含有建材を取り巻く問題 

2.1. 石綿含有建材の問題の全体像 

石綿含有建材を取り巻く問題の全体像を把

握するため、まず文献調査によって規制の動

向や社会的な問題を整理した。さらに、ヒアリ

ング調査によって、情報の補足と、関係団体の

立場からの意見を把握した。 

 調査の結果、石綿は社会的な問題となって

いるものの、問題の具体的な内容は複雑化し

ており、専門的な立場にある人しか殆ど理解し

ていないことが分かった。このことが石綿問題

全体の不明瞭さに繋がっていると考えられた

ため、次節ではこれをふまえ、複雑化している

問題を明瞭化するための整理を行った。 

2.2. 石綿含有建材の状況の分類 

 問題の整理にあたり、石綿含有建材が置か

れている状況は様々あり混在していることと、

表 1 調査先一覧 
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状況ごとに懸念される問題と適切な対応方法

が異なることの 2 点から、まず石綿含有建材の

状況の整理を行った。整理にあたっては、除

去状況/対応状況/調査状況/除去の難易度

の項目に着目した (表 2)。 

2.3. 問題の明瞭化 

 分類した状況ごとに、懸念される問題を整理

した。中には、全状況で共通する問題もあった。

例えば、「除去工事によるコスト負担や工事の

延長」という問題が挙げられる。 

 なお、石綿含有建材は、有害性の高いレベ

ル 1,2 建材(飛散性の高い吹付材等)と有害性

は高くなく除去義務はないため膨大な量として

残されているレベル 3 建材(破砕を伴わない限

り飛散しない成形板等)に分けられる。そして

問題によって関連する建材のレベルが異なる。 

そこで、各問題について、各建材レベルとの

関連度についても整理した。さらに各問題に

ついて、起こりうるリスクと、リスク低減に向けた

目標を整理した。上記で例に挙げた問題につ

いて整理した結果を表３の左半分に示す。 こ

のように石綿含有建材の問題を状況ごとに分

類することで、問題を明瞭化することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 国/企業における取組と課題 

問題を明瞭化できたが、各問題に対して行わ

れている取組とその課題の実態については不

明瞭な点が残された。そこで、取組の実態に

ついて把握するため、対策の立案および周知

を行う立場である国について、文献調査とヒア

リング調査を行った。さらに石綿を扱う立場で

ある企業のうち、大企業にはヒアリング調査を

行い、数が多い中小企業は報告書などの文献

を調査した。調査結果を表 3 の右半分に示す。 

3.1. 国による取組と課題 

 国の取組の動向としては、これまではレベル

1,2 建材に重きを置いていたが、一定の成果

が得られてきたため、レベル 3 建材への対策

にも着手し始めていた。また国の取組は、法律

/補助金・助成金/調査/情報共有関係の４つ

に分類できた(表 4)。またヒアリング調査によっ

て、国の取組には、周知不徹底のままの規制

強化、レベル 3 建材や塗材に関するデータ不

足のままの規制強化、自治体毎の取組度合い

の顕著な差という課題があることがわかった。	

3.2. 大企業による取組と課題 

	 大企業へのヒアリング調査から、解体・改

修業者の取組は大きく、調査/工事/廃棄に

分けられることがわかった。これに基づき	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

表 3  表による問題/取組の整理 *関連する章-節 

表 4  国の取組の分類 

表 2  石綿含有建材の状況の分類方法 

� ����
� �
�
�
�
���

	� ��
	� ��
	�

�� 
���

 ��
��� �

!�
 �
��

���
�-�
���

#�����
$	��

������ �

��

 ��
�"� 
����

#�����
$	����

������ �

��

!-��

�� �������

�� ����
� �
�����

�� ����
� �
��/���

�� -�/��

�
�
�


�	���� ��
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�QV

{}�}�n6�V

|}��]�1 TV

U�.n{}�}�nHGkdV

I�	�a/-�J�Z(�.�V

I�	�a/-�$"4Z�3A�V

<�NFn��V

�v`n�

#8sV

L?di_l_V

�#8sha]{}�}�o6�di_xV

R
m�#cyi_l_una^xV

2�#V

�#fqb!B:m%a�vl_�*a

E�]�%�O�V

{}�}��0;7z&'di_l_V

{}�}�a�=cyg@b�n)CV

[Y\WX\Wpn�#a�,>]��~�OV

�009zM5]�+jbl_��^wV

� �
U�8sV J�rgoU�8sV

�v`n�#8sV
�ePt��_PsV
�ePt��_Ps��V

2�#V

M5KS^wV
M5KSldZM5�DV
M5KSldZM5��DV
�#��V

�

���  ��
(F';� (61�=,-*E�
@A���
A.�';�

DC8�
)"�B>&�8(
!G%(
E��$��@A�

+0';� /#+0������9H�� �� �E�

73<:';� ������� ����+0 	52�
�����
4?E�

� �� ��

�
�

+-
�!
 "
��

(&�

10��

)(
��

�2�

/�

���

���

���'��
���*$�

)(��,�
���

� .%���,�
� .%�

��,��
�3�

��#�
4���/�/5�

�
,	�

;
6
:
��

;
6
:
��

;
6
:
��

�U� �� �� ��

¨�
|C!
),�

024�
��(�
|d"�
±@�

³W� 
�|C�
� �
³W� 
��^�
�
¨��
���

¢�R ¨|W(�
FÇOW"XJ Â²�

}´�¦"©l
f`�¢�R!¨3,|W�ÆºFÇ!S3,�
¦	XJ�l&*-��,��

��B��
�iBS��

CQ!,«£!N1
��024vp(|d
±@!S3,�V.¿
Ë!A�^z.y,�

�!w°P!��K
2,Áo��
�
f�?D
I¡!�
^�� $-�� 
��.ZÄ3,�e'
t��

	¨P"¯¾ÈÌ���
	³n % 1�^!�
�/1238�/+�

Wwn
CQam�j\�N��µ N�|C"®<�§����� WÀS��

EuYo�"TMxm759/:Ã¶=[�� {q���
S��

C?D.N��1�CQam!�,Ã¶="X·� {q���
S��

S]WL�"]ª!),¯¾��¼�"[�� {q���
S��

c³n zY|CC��.�i�EuY!���?D#"r�g¥�� {q��S��

|C FÇ�_"»s�
|C�_"��� ��B��

�iBS��
}´�¦"©l
zY w°kH!�,¢�R ¨|W�Æº��Ê
¤ FÇ ¬~GW ���

��B��i
BS��

�e��_.>3�
���/+�

Wwn!),É¹h\� WÀS��
024�b¸!����V"Å½� {q��S��

�

�

��
� �� � �� � �� � ��

/1
�%
$&

��
,*�

54#�

-,
��

�6�

3	�
���

2�/�

2�/�+��
��
.(�

-,��0�
���

 �2)���0�
 �2)�

��0��
�7�

!�'�
8�"13.39�

��0�

<
7
;
��

<
7
;
��

<
7
;
��

�V� �� �� ��

¯ª�
}D"
*-�

135�
��)�
}e#�
³A�

�X}D�
� �
�X�_�
�
¯ª��
���

¤�S!¯ª}X)�
GÊPX#YK Å´�

~¶�¨#«m
ga�¤�S"¯ª�-}X�É¼GÊ"T�-�
¨	YK/m'+.��-��

�¡C��
¡jCT��

DR"�¥"O2
��135wq)}e
³A"T�-�W/Â
Î"B�_{/z-�

½z2�(+,��
"x²Q"�/L3-
Äp��
�
g�@E
J£"�
_�/¢%.��!
��/[Ç�-�f(
u��

	¯ªQ#±ÁËÏ���
	µo!&!2�_"�
��2349��,�

Xxo
DRbn�k]�O��· O�}D#°=�©����� XÃT��

FvZp1#UNyn86:0;Æ¸>\�� |r���
T��

D@E/O��2�DRbn"�-Æ¸>#Y¹� |r���
T��

T^XM�#^¬"*-±Á��¿�#\�� |r���
T��

dµo!{Z}DD �/�j�FvZ"���@E$#s�h§�� |r��T��

}D GÊ�`#¾t�
}D�`#�¡� �¡C��

¡jCT��
~¶�¨#«m
{Z x²lI"�-¤�S!¯ª}X�É¼��Í
¦!GÊ ®�HX! ��

�¡C�¡j
CT��

�f/�`/?��
����,�

Xxo"*-Ì»i]� XÃT��
135�cº"����W#ÈÀ� |r��T��

� �� � �� � �� � ��


�	���� ��
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

���  ��
(F';� (61�=,-*E�
@A���
A.�';�

DC8�
)"�B>&�8(
!G%(
E��$��@A�

+0';� /#+0������9H�� �� �E�

73<:';� ������� ����+0 	52�
�����
4?E�

� ����
� �
�
�
�
���

	� ��
	� ��
	�

�� 
���

 ��
��� �

!�
 �
��

���
�-�
���

#�����
$	��

������ �

��

 ��
�"� 
����

#�����
$	����

������ �

��

!-��

�� �������

�� ����
� �
�����

�� ����
� �
��/���

�� -�/��

�
�
�


�	���� ��
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�QV

{}�}�n6�V

|}��]�1 TV

U�.n{}�}�nHGkdV

I�	�a/-�J�Z(�.�V

I�	�a/-�$"4Z�3A�V

<�NFn��V

�v`n�

#8sV

L?di_l_V

�#8sha]{}�}�o6�di_xV

R
m�#cyi_l_una^xV

2�#V

�#fqb!B:m%a�vl_�*a

E�]�%�O�V

{}�}��0;7z&'di_l_V

{}�}�a�=cyg@b�n)CV

[Y\WX\Wpn�#a�,>]��~�OV

�009zM5]�+jbl_��^wV

� �
U�8sV J�rgoU�8sV

�v`n�#8sV
�ePt��_PsV
�ePt��_Ps��V

2�#V

M5KS^wV
M5KSldZM5�DV
M5KSldZM5��DV
�#��V

�

���  ��
(F';� (61�=,-*E�
@A���
A.�';�

DC8�
)"�B>&�8(
!G%(
E��$��@A�

+0';� /#+0������9H�� �� �E�

73<:';� ������� ����+0 	52�
�����
4?E�



 

各企業の取組の内容を整理した(表 5)。 

どの企業も適切な対応が取られており、今後

規制強化されても対応できる環境は備わって

いる。また、上記 3 点以外に企業として重要な

取組として、費用を負担する消費者への説明

があげられた。消費者へは、理解され、かつ心

配を与えないような説明が重要である。 

また大企業を取巻く問題として、自治体から

の過剰な指導により厳しい対応を迫られる、国

が公開している資料に具体性がないため自社

マニュアルを作成せざるを得ない、適切な対

応をしていない企業が安値で顧客を獲得する

ため適正に取組む企業が損をしやすい環境

になっているといったことが挙げられ、外部要

因によるものも多いことが分かった。 

3.3. 中小企業による取組と課題 

 報告書 1)によると石綿含有建材の事前調査

未実施が 176 社中 36 社、また下請けに一任

しているところは 55 社であり、適切な調査が行

われていると言える企業は約半数であった。ま

た法令等を参考にしない、あるいは認識なし

の業者が 35 社あった。以上より、中小企業を

取巻く問題として、石綿に関する知識の乏しい

業者が多い、国の周知がうまく行き渡っていな

いということが考えられる。 

4. 健康リスクによる評価 

 これまでの整理により、殆どの問題が実際に

害を及ぼすケースとしては、残存による飛散

(平常時/災害時)、もしくは適法でない工事に

よる飛散（解体時/改修時）のいずれかである

ことがわかった。そこで各ケースについて、対 

 

 

 

 

 

象者ごとの健康リスクを評価した。評価にあた

っては、建材の有害性、飛散リスク、ばく露リス

ク、対策のしやすさといった項目ごとに、1-3 の

数値で評価した（表 6）。 

表 7 に例として、「石綿の残存」によるリスク

の評価結果を示す。比較として、レベル 3 建材

の評価結果を表 7 の右側に示した。 

 評価の結果、ばく露リスクは対象者ごとに異

なるが、中でも高いリスクとなる作業従事者(専

門性/低)は、飛散防止措置対策が取られてい

ないため、飛散している建物内に常在する居 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*作業従事者 
(専門性/高)： 
石綿に関する 
知識がある業者 
*作業従事者 
(専門性/低)： 
石綿に関する 
知識が乏しい業者 

表 5 大企業による取組  

※ばく露リスク 

表 7 健康リスク 
*問題「石綿の残存」によるリスクを評価 

（評価内容＆結果左：レベル 1,2 建材対象/結果右：レベル 3 建材対象） 

表 6 健康リスクの指標 
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住者の健康リスクと同等またはそれ以上になる

可能性が考えられた。 

状況に関しては、特に災害時におけるリスク

が作業従事者（専門性/高）を除いて総じて高

い結果となった。 

 また潜在的なリスクとして、何らかの対応済み

(レベル 1,2 建材)のリスクが挙げられる。平常

時による飛散は 0 であるが、適法でない工事

および災害時における飛散リスクは跳ね上が

る。レベル３建材はレベル 1,2 建材と比べてリ

スクは下がるが、将来的には取り組むべき部

分であり、除去しない限りリスクとして残る。 

5. 調査および評価による総合的な考察 

5.1. リスク評価を踏まえた各取組の考察 

 4 章の評価により高いリスクが示された作業

従事者（専門性/低）に関する取組と、災害時

に関する取組について考察する。なお作業従

事者(専門性/低)は中小企業に属するとする。 

 3.2、3.3 にて、中小企業は石綿に関する情

報の周知が行き渡ってないことがわかった。こ

れは、レベル 1,2 建材だけでなく、レベル 3 建

材への対策が着手され始め、関係する企業が

幅広くなってきた一方で、国の周知が追いつ

いていないことが原因として挙げられる。  

 災害時に関しては、国は災害時の対策を推

進し始めている段階で、様々な対策が施され

ている。しかし自治体による熱意の格差や人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

員不足により、それら取組は現在のところ、講

じられていない。 

5.2. 各関係者の立場ごとの課題の考察 

 これまでの整理により、周知が行き届いてい

ない中小企業が抱えるリスクは大きいと考えら

れる。しかし、中小企業の実態を把握すること

は難しい。そこでまず国・企業・住民による関

与の仕方を整理し、図式化した（図１）。国によ

る周知は、大企業や関係団体に所属する企業

には行き届くが、それ以外の企業には行き渡

っていないと考えられる。そのため今のまま規

制強化が進むと、適正な工事を徹底する企業

とそうでない企業とで二極化する恐れがある。 

以上を踏まえて関係者の立場ごとの課題を

考察する。国は、対策内容を関係団体に所属

していない企業に対しても周知できるような環

境づくり、また現場に配慮した省令・対策の立

案が必要であると考えられる。大企業は、引き

続き適正な工事の遂行および住民への適切

な説明が求められる。加えて、意識が高くない

現場作業員へのフォローを行う必要があると考

えられる。そして認識が不十分な一部の中小

企業は、外部からの周知や強制力が必要不

可欠であるが、企業自ら情報収集する姿勢の

向上が必要だと考えられる。また住民は、工事

への適切な理解ならびに協力する姿勢が必要

だと考えられる。 

6. 成果と課題 

 本研究では、石綿含有建材を取り巻く問題

および取組の整理をし、問題に対するリスクの

大きさや国、企業、住民が抱える課題を明示し

た。今後は、未だ不明瞭な部分が多い中小リ

フォーム企業の実態を把握することにより、石

綿含有建材が抱えている問題の全体像を明ら

かにすることが望まれる。 
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